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　一100一　インジウムクロライドの臨床応用に関する

基礎的検討。
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　インジウムはpH2以下の塩酸溶液にて調製されれば
｝il1　nC　13の化合形をなす。生体内に静注されれば，血

漿トランスフェリンに結合するものと，水酸化物とし

てコロイドを形成するものとがあり，この2種類の生

成物が証明及び推定されている。そして体内では、肝，

骨髄に大部分集積し，又一部の悪性腫瘍にも集積する。

そこで肝ltcはコロイドの形でRE　S辞1こ，骨髄にはトラ

ンスフェリン結合形で鉄イオンと類似の代謝で，悪性

腫瘍にはトラレスフェリン結合物が何らの機転で取込

まれると考えられるが，しかしまだ諸家の一致した意

見がなく，したがって臨床応用上，幾つもの疑問点が

あるのが現状である。

　そこで我々は，MlnCl3の生体内分布に関して，動物

実験も含め，その基礎的検討を加えたので報告する。

　検討事項
　　1．血漿消失率，体外排泄率等。

　　2．血液中での結合形の検討。

　　W．臓器集積機転の解折

　　4．臨床応用に対する範囲と限界。

’”　lnClsを用い主に悪性腫瘍の症例一22例でスキャン

を行なった。

　方法はt“InCls　1～3mCiを静注し，24時間后
又は48時間后にスキャンをした。静注后の川lnC1，に

ついて，体外計測により主な臓器について経時的変化

について検討するとともに，シンチグラム像での全身

分布についても検討を行なった。

　肝臓，骨髄に著明な集積を認め，良好な骨髄シンチ

グラム像を得ることができた。また腎臓，心臓への集

積も認めた。

　放射線治療を行なった症例では，放射線治療に伴い

骨髄への集積減少を認め，早期に骨髄機能抑制を認め

るとともに，長期にわたり骨髄機能抑制を示したと考

えられる症例を経験した。

　また，腫瘍スキャン用放射性医薬品としてのnlnC1，

にっいて検討を行なった。

　’i’　lnClsの被曝線量については，骨髄で約4rads，イnc　i

とやや多く，その使用に際しては十分配慮が必要であ

ると考えるが，すぐれた骨髄スキャン用RIであると
考える。
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